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　今日、皆さんは何を食べましたか？ ご飯？ パン？ お肉？ 

お魚？ どんな野菜や果物がありましたか？ こうした食べ

物の中に、日本で作られた（穫れた）物がどれくらいある

かを数字で示したのが「食料自給率」です。

　これを食品が持つエネルギー（カロリー）という物差し

で測ると、日本はたった38％。例えば100ｍ走るとすると、

日本産の食べ物だけでは38ｍしか走れず、残り62ｍは外

国の食べ物に頼ることになるのです。しかも、このまま

ずっと外国の食べ物を安定して買えるとは限りません。

　新型コロナウイルスの大流行で世界中の人々がマスクを買

い求め、日本でマスクが足りなくなったことがありました。その

理由は、マスクのほとんどを外国に頼っていたからです。もしこ

れが食料だったら、私たちの生活はどうなっていたでしょう。

　例えば、日本で育てられている牛や豚が食べている餌は、ほ

とんどが外国から買っています。私たちが食べる小麦や大豆も

ほとんど外国の農家が作っています。そこで考えられたのが、国

内で食べる食料はできるだけ国内で生産しようという「国消国

産」です。これは、日本の食料自給率を引き上げることにつなが

る大切な取り組みです。
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　「国消国産」がなぜ必要なのかを考えるため

のポイントは、大きく次の３つです。

（1）日本では農業で生活している人が毎年5万

人以上減っています。しかも、農家の約70％が

65歳以上のお年寄りです。また、この60年間で

約173万haの田んぼや畑が減っています。

（2）世界的な異常気象で台風や大雨、地震、津

波などによる被害が増えています。日本が多くの

食料を買っている米国、中国、豪州、タイ、カナダ

などでも、自然が引き起こすさまざまな問題によっ

て農業にたくさんの被害が出ています。そのた

め、外国で作られた食べ物にばかり頼ることは

できなくなっています。

　日本は2030年度までに食料自給率を45％まで引き上

げようとしています。その中で私たちにできるのは、国内

で作った（穫れた）米や肉、魚、野菜、果物などをみんなで

もっと食べて、応援して、日本の農業や農村を元気にして

いくことです。

　「国消国産」の考え方は、世界の問題を話し合う国連（国

際連合）が発表した「持続可能な開発目標SDGs（エス

（3）現在の世界の人口は約80億人（2023年）ですが、2030年

までに約85億人になると予想されています。でも今のところ、そ

の人たちが食べるのに十分な農作物を作るのは難しいとされてい

ます。日本がこのまま外国で作られた食料に頼り続けていると、世

界中の人たちが食べる分を奪うことになってしまうかもしれません。

　こうした理由から、私たち日本人が必要とする食料は、できるだ

け国内で作ろうとする「国消国産」の必要が高まっているのです。

ディージーズ）」を成功させることにもつながります。これ

からも、この日本という国がもたらす豊かな実りが絶える

ことのないように、おいしい食事とその食卓を囲む笑顔が

いつまでも続くように、国内で消費する食料はできるだけ

その国で生産する「国消国産」について、ぜひ皆さんも家

族や友達と話し合ってみてください。
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